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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 6,972 △0.1 562 59.6 596 82.6 443 100.7

2021年３月期第２四半期 6,979 △11.8 352 △12.4 326 △18.1 221 △26.7
(注) 包括利益 2022年３月期第２四半期 706百万円( 154.4％) 2021年３月期第２四半期 277百万円( 0.3％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 62.88 －

2021年３月期第２四半期 31.34 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第２四半期 19,421 13,628 70.2 1,931.97

2021年３月期 19,416 13,062 67.3 1,851.76
(参考) 自己資本 2022年３月期第２四半期 13,628百万円 2021年３月期 13,062百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 10.00 － 20.00 30.00

2022年３月期 － 15.00

2022年３月期(予想) － 15.00 30.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,324 3.8 1,369 0.6 1,345 0.5 861 △6.6 122.15
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　（注）詳細は、添付資料Ｐ.7「(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期２Ｑ 7,928,885株 2021年３月期 7,928,885株

② 期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 874,783株 2021年３月期 874,783株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 7,054,102株 2021年３月期２Ｑ 7,054,104株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資料Ｐ.２「(3)連結
業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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[添付資料] 

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

(1)  経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの断続的な感染拡大を受け、社会・

経済活動も引き続き一定の制限を強いられる状況が継続しております。ワクチン接種が着実に進展し社会・経

済活動の正常化への期待感が高まる一方で、変異株による感染再拡大への懸念は依然大きく、予断を許さない

状況が続いております。世界経済においても、感染再拡大への懸念から先行きは依然不透明であり、当社グル

ープを取り巻く経営環境は厳しい状況で推移しました。このような状況下にあって当社グループは、トータル

コストの削減を推進する一方、引き続き、安全・安心なモノづくり、新創商品の開発、新規チャネルの攻略な

ど多面的なスキームによって新たなファンの開拓に努めてまいりました。また、新型コロナウイルス対策とし

て引き続き、従業員の健康と安全を第一に考え在宅勤務や時差出勤の実施などによる感染リスクの低減に努め

てまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、運搬架台類、芳香剤などが堅調に推移しましたが、除菌

消臭剤、チャイルドシートは減収となり、6,972 百万円（前年同四半期比 0.1％減）となりました。損益面に

つきましては、販売費及び一般管理費は増加しましたが、原価率が改善し営業利益は 562 百万円（前年同四半

期比 59.6％増）となりました。経常利益は為替差益の増加などがあり 596 百万円（前年同四半期比 82.6％増）

となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は 443 百万円（前年同四半期比 100.7％増）となりました。 

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年３月 31 日）等を第１四半期連結会計

期間の期首から適用しております。詳細は、本資料Ｐ.7「(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方

針の変更）（収益認識に関する会計基準等の適用）」をご参照ください。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

(資産)  

当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ 56 百万円減少し、16,140 百万円とな

りました。これは主に、製品は増加しましたが、現金及び預金が減少したことによるものであります。固定資

産は、前連結会計年度末に比べ 61 百万円増加し、3,280 百万円となりました。これは主に、投資有価証券、工

具、器具及び備品が増加したことによるものであります。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ 5百万円増加し、19,421 百万円となりました。 

(負債) 

当第２四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末に比べ 485 百万円減少し、3,222 百万円とな

りました。これは主に、未払法人税等、返品調整引当金、１年内償還予定の社債が減少したことによるもので

あります。固定負債は、前連結会計年度末に比べ 75 百万円減少し、2,570 百万円となりました。これは主に、

社債が減少したことによるものであります。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ 560 百万円減少し、5,792 百万円となりました。 

(純資産) 

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ 565 百万円増加し、13,628 百万円

となりました。これは主に、利益剰余金、為替換算調整勘定の増加によるものであります。 

この結果、自己資本比率は 70.2％（前連結会計年度末は 67.3％）となりました｡ 

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、2021 年５月 14 日の「2021 年３月期 決算短信」で公表いたしました連結業

績予想に変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記 

 

(1) 【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

（2021 年 3 月 31 日） 

当第 2 四半期連結会計期間 

（2021 年 9 月 30 日） 

資産の部   

 流動資産   

   現金及び預金 10,289  9,127 

   受取手形及び売掛金 2,017  2,218 

   製品 2,580  3,138 

   仕掛品 564  643 

   原材料及び貯蔵品 476  598 

   その他 280  423 

   貸倒引当金 △11  △8 

  流動資産合計 16,197  16,140 

 固定資産    

  有形固定資産    

   建物及び構築物（純額） 235  233 

   機械装置及び運搬具（純額） 103  106 

   工具、器具及び備品（純額） 128  170 

   土地 480  480 

   使用権資産 3  2 

   建設仮勘定 0  7 

   有形固定資産合計 951  1,000 

  無形固定資産 153  149 

  投資その他の資産    

   投資有価証券 1,458  1,557 

   その他 655  573 

   投資その他の資産合計 2,113  2,130 

  固定資産合計 3,218  3,280 

 資産合計 19,416  19,421 
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（単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

（2021 年 3 月 31 日） 

当第 2 四半期連結会計期間 

（2021 年 9 月 30 日） 

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,682  1,806 

  １年内償還予定の社債 530  410 

  未払法人税等 268  122 

  賞与引当金 291  227 

    返品調整引当金 135  ― 

  製品保証引当金 9  6 

  その他 790  650 

  流動負債合計 3,707  3,222 

 固定負債    

  社債 1,010  885 

  退職給付に係る負債 833  856 

  役員退職慰労引当金 637  653 

  その他 164  175 

  固定負債合計 2,646  2,570 

 負債合計 6,353  5,792 

純資産の部    

 株主資本    

  資本金 1,637  1,637 

  資本剰余金 2,422  2,422 

  利益剰余金 8,943  9,246 

  自己株式 △764  △764 

  株主資本合計 12,239  12,541 

 その他の包括利益累計額     

  その他有価証券評価差額金 719  787 

  土地再評価差額金 △196  △196 

  為替換算調整勘定 299  494 

  その他の包括利益累計額合計 823  1,086 

 純資産合計 13,062  13,628 

負債純資産合計 19,416  19,421 
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 

（四半期連結損益計算書） 

 （第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円） 

 
前第 2 四半期連結累計期間 

自 2020 年 4 月 1 日 

至 2020 年 9 月 30 日 

当第 2 四半期連結累計期間 

自 2021 年 4 月 1 日 

至 2021 年 9 月 30 日 

売上高 6,979 6,972 

売上原価 4,076 3,819 

売上総利益 2,903 3,153 

販売費及び一般管理費 2,551 2,590 

営業利益 352 562 

営業外収益   

 受取利息 14 8 

 受取配当金 22 23 

 為替差益 ― 14 

 その他 6 11 

 営業外収益合計 42 57 

営業外費用   

 支払利息 1 1 

 売上割引 17 0 

 為替差損 26 ― 

 支払手数料 20 21 

 その他 0 0 

 営業外費用合計 67 23 

経常利益 326 596 

特別利益   

 固定資産売却益 0 1 

 特別利益合計 0 1 

特別損失   

固定資産除却損 27 0 

特別損失合計 27 0 

税金等調整前四半期純利益 299 597 

法人税、住民税及び事業税 21 90 

法人税等調整額 56 63 

法人税等合計 78 154 

四半期純利益 221 443 

親会社株主に帰属する四半期純利益 221 443 
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（四半期連結包括利益計算書） 

 （第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円） 

 
前第 2 四半期連結累計期間 

自 2020 年 4 月 1 日 

至 2020 年 9 月 30 日 

当第 2 四半期連結累計期間 

自 2021 年 4 月 1 日 

至 2021 年 9 月 30 日 

四半期純利益 221 443 

その他の包括利益   

  その他有価証券評価差額金 121 68 

  為替換算調整勘定 △65 194 

  その他の包括利益合計 56 263 

四半期包括利益 277 706 

 （内訳）   

  親会社株主に係る四半期包括利益 277 706 

  非支配株主に係る四半期包括利益   ― ― 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 
 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の計算） 

 一部の子会社において、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

（会計方針の変更） 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年３月 31 日。以下「収益認識会計基準」と

いう。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した

時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。こ

れにより、返品権付きの販売について、従来は売上総利益相当額に基づき返品調整引当金を計上しておりま

したが、返品されると見込まれる製品については、変動対価に関する定めに従って、販売時に収益を認識せ

ず、当該製品について受け取った又は受け取る対価の額で返金負債を認識し、返金負債の決済時に回収する

製品の原価相当額で返品資産を認識する方法に変更しております。また、有償支給取引について、従来は有

償支給した支給品について消滅を認識しておりましたが、支給品を買い戻す義務を負っている場合、当該支

給品の消滅を認識しない方法に変更しております。さらに、従来は販売費及び一般管理費に計上していまし

た他社ポイント付与相当額、及び営業外費用に計上していました売上割引については、売上高から減額する

方法に変更しております。 

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第 84 項ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、

第１四半期会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

ただし、収益認識会計基準第 86 項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従

前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりませ

ん。 

この結果、当第２四半期連結会計期間末の原材料及び貯蔵品が 9 百万円、流動資産のその他が 60 百万円、

流動負債のその他が 198 百万円それぞれ増加し、返品調整引当金が 128 百万円減少しております。また、当

第２四半期連結累計期間の売上高が 124 百万円、売上原価が 88 百万円、販売費及び一般管理費が 15 百万

円、売上割引が 20 百万円それぞれ減少しております。これにより、営業利益が 20 百万円減少しております

が、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。なお、利益剰余金の当期首残高への影

響はありません。 

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第 30 号 2019 年７月４日。以下「時価算定会計基準」と

いう。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第 19 項及び「金融商品に関する

会計基準」（企業会計基準第 10 号 2019 年７月４日）第 44-2 項に定める経過的な取扱いに従って、時価算

定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結

財務諸表に与える影響はありません。 
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